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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
本
語
教
室
で

在
住
外
国
人
の
方
に
日
本
語
会
話
を

教
え
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
話
す
こ

と
が
学
習
な
の
で
、
南
半
球
の
ク
リ

ス
マ
ス
は
夏
だ
か
ら
サ
ン
タ
が
サ
ー

フ
ボ
ー
ド
で
や
っ
て
く
る
、
な
ん
て

い
う
笑
い
話
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
は
電
力
の
多
く
を
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
ま
か
な
っ
て
い
る
、
と
い

っ
た
話
題
ま
で
、
相
手
が
キ
ョ
ト
ン

と
し
て
い
た
ら
言
い
換
え
た
り
、
簡、

単
な
英
語
で
確
認
し
た
り
し
な
が
ら

い
ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
会
話
の
中
で
、
文
化
や
生
活

習
慣
、
社
会
の
あ
り
方
な
ど
、
お
互

い
の
国
の
違
い
が
た
く
さ
ん
発
見
さ

れ
ま
す
。

教
室
に
来
る
外
国
人
は
若
い
方
が

多
い
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
、
着
物
を

着
て
、
武
家
屋
敷
で
抹
茶
を
い
た
だ

く
、
は
っ
ぴ
姿
で
お
祭
り
に
参
加
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
日
本
文
化
に
触

れ
、
大
分
を
満
喫
し
て
お
り
、
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
部
屋
で
パ
ー
テ
ィ
を
開

い
た
り
、
街
中
で
仮
装
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
し
た
り
と
、
自
分
た
ち
な
り。

の
過
ご
し
方
を
持
ち
込
ん
で
い
ま
す

「
人
と
違
う
」
と
い
う
こ
と
が
、

い
じ
め
や
排
除
の
理
由
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
と

一
緒
で
あ
る
こ
と
で
安
心
し
た
り
も

し
ま
す
。

違
い
が
あ
る
か
ら
面
白
い
。
違
い。

を
認
め
尊
重
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

人
と
ち
が
う
こ
と
を
も
っ
と
大
切
に

し
た
い
、
と
思
い
ま
す
。
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  今年度の隣保館ふれあい広場（リバティフェスタ）の開催日が下記の 

とおり決定しました。今年も保育園(こども園)児のオープニング、記念講演、 

さまざまな体験コーナー、食品販売、バザー等を行う予定です。詳細について 

は、１０／２５号でお知らせします。 

 

 

 

                                                        ※写真は昨年度 
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 「部落差別解消推進法」の第１条に「～現在もなお部落差別が存在するとともに～」という一文があり、

法律で部落差別が現在でも存在していることを認めています。差別の現実について、大分県が発行してい

るチラシに掲載している、ある大学生が記した体験談を紹介します。 

                      

   私の姉は婚約者の母親から出身地を聞かれました。その後、姉は部落出身者だという理由で母親 

や親戚から反対された婚約者は結婚の意思をなくし、姉たちの交際は終わりました。 

   私は、交際して２年になる彼氏に自分が部落出身者であることを告白する決意をしました。言っ 

てしまったら、姉のように２人の関係が壊れるかもしれないと思うと、悲しみのあまり涙が出てき 

ました。私は泣きながらゆっくりと話しました。彼は黙って私の話を聞き、私が話し終わると「話 

してくれてありがとう。でも、本当は知っていたんだよ」と言いました。 

   ２人の交際が始まった頃、彼の両親は「これから彼女と付き合っていく中で、 

彼女が住んでいる土地が被差別部落だということを知り、そのせいで別れたり 

するような心の狭い、差別意識をもった人間にだけは育ってほしくない」と思 

い、彼に話したそうです。私はそれを聞いて今度は嬉しくて涙があふれました。 

彼の両親には本当に感謝しました。 

 差別は繰り返されます。親から子へ受け継がれてしまうのです。だからこそ、私は将来、自分の 

子どもが生まれたら、しっかりと教育したいと思います。もっともっと人権・部落問題について、 

きちんと教育を受けた人たちが増えれば、部落問題はなくせると思います。        

 

 

 

                            

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

９月の休日開館 

第２日曜日  9月 9日 10:00～12:00       第４日曜日  9月 23日 10:00～12:00 

       隣保館休日サロン               ヒューライツ・シネマ 

・ハローワークの求人票等の閲覧          上映映画 「親愛なる、あなたへ」  

・悩み事の相談等々                           

上映時間   10:00～ 

                          

・親子でフラダンス  １０：００～        上映場所 隣保館・集会室（２階）      

・一般            １１：００～                              ※入場無料                            

  

著書名「部落問題学習の授業ネタ」 

   ～５歳から１８歳でやってみよう～ 

         

編集 部落問題学習ネタつくろう会 

発行 解放出版社 

 部落差別の学習を進めたい、でも 

どんな教材を使っていいのか分から

ないという方にとっての味方。部落

問題を明るく分かりやすく、また楽し

く教えるための資料集。 

 

    開催時間   開催場所 

宇佐地区 13:30～16:00  宇佐市隣保館 

安心院地区 9:00～12:00  総合保健福祉センター 

院内地区 13:30～16:00  院内支所 農林研修室 

 

※人権擁護委員が、皆さんの悩みごとをお聞きしま

す。お気軽にお越しください。 

出演：本田博太郎・根岸季衣 


